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国 語 科 学 習 指 導 案 
                       令和３年１１月 第５学年 指導者 大髙 篤史  

 

１ 単元名 「すぐれた表現に着目して読み、物語のみりょくをまとめよう」 

 

２ 学習指導要領上の位置付け 

（１）比喩や反復などの表現の工夫に気付くこと。 

（知識及び技能（１）言葉の特徴や使い方に関する事項ク） 

（２）①人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること。 

②文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げること。 

（思考力、判断力、表現力等 C読むことエ・カ） 

（３）言葉がもつよさを認識するとともに，進んで読書をし，国語の大切さを自覚して，思いや考 
えを伝え合おうとする態度を養う。 

（学びに向かう力、人間性等） 

  

３ 目標   

 優れた表現に着目して読み、物語の魅力をまとめる活動を通して次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。 

 ア 比喩や反復などの表現の工夫に気付くこと。 

（知識及び技能） 

イ ①人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること。 

②文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げること。 

（思考力、判断力、表現力等） 

ウ 言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切さを自覚して、思いや考

えを伝え合おうとすること。 

（学びに向かう力、人間性等） 

  

４ 指導計画 ※別紙参照 
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５ 本時の展開（５／６） 

 (1) ねらい 

友達との話し合いを通して、大造じいさんの人物像を具体的に捉えることができる。 

 (2) 展開 

学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

時間 

 

○指導上の留意点 

◎研究上の手立て 

〔記〕記録に残す評価 

１ 今までの学習を振り返り、本時のめ

あてをつかむ。 

・今日は、大造じいさんの人物像につ

いて捉えればいいのだな。 

 

 

5分 

 

〇本時の学習課題を考える手立てとするために、前時

までに学習した情景描写が心情と連動していること

や、いくつかの作戦が失敗に終わっていることを振

り返らせる。 

２ 大造じいさんの性格がわかる叙

述を見付け、ノートにまとめる。 

 ・タニシを夏の間に五俵も集めている

ので、情熱あふれる性格だと思いま

した。 

・第４場面で残雪をおりに入れて助け

ているので、大造じいさんは優しい

性格だな。 

15分 〇友達と意見を交流する前に第１時で自分が捉えてい

た大造じいさんの人物像を、ICT端末のファイル共有

ソフトの画面で確認させる。その後、人物像は一言

で表されるようなものなのかと問い掛け、活動に対

しての意欲付けを行う。 

〇自分の考えている人物像について根拠を明確にする

ために、自分の考えの根拠となった本文の叙述に線

を引かせ、どのような人物だと捉えたのかをノート

に書かせる。 

３ 大造じいさんの人物像について考

えたことをグループで交流し、多面的

に人物像を捉える。 

 ・第３場面までの情景描写を読むと、

大造じいさんはガンを狩ることに

夢中になっていて自分中心の性格

だと考えられるよ。 

 ・クライマックスの場面で残雪の行動

を見て心情が変化したから、友情に

感動しやすい性格ではないかな。 

 ・友達の意見を聞いて、自分は狩りに

対して情熱を燃やしているだけの人

だと思っていたけど、残雪を助ける

という優しさももっていると感じた

よ。 

20分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎多面的な考えを引き出すために、どの叙述を根拠と

してどのような人物像が捉えられるのかを班で話し

合う時間を設ける。 

◎説明は教科書を見せながら行い、自分の考えはノー

トを時々見ながら発表させることで、お互いの考え

が明確に伝わるようにする。 

〇同じ箇所であっても捉え方が違った場合は、どうし

てそのように考えたのかを話し合わせる。 

〇本時を振り返り、大造じいさんの人物像について、

第１時と本時では自分の理解がどのように変わった

かをICT端末のファイル共有ソフトを用いて記述さ

せる。自分の考えに変化があった場合には、黄色の

カードに更新して視覚化させる。 

 

 

 

 

４ 本時を振り返る。 

・最初の時間には一つの性格しか見

えていなかったけど、根拠を基に

みんなと話し合って様々な視点か

ら人物像を深めることができた。 

5分 〇話合いを通して、人物像を多面的に捉えることがで

きたということを全体で確認する。 

〇次時は単元全体を振り返り、作品の魅力について自

分の考えをまとめることを予告する。 

評価項目＜方法（観点）＞ 

 [めあて]  

「友達との意見交換を通して、大造じいさんの人物像を具体的にとらえよう。」 

友達との話合いを通して、大造じいさんの人物像

を具体的に書くことができる。 
＜ノート（思・判・表）＞ 
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６ 板書計画 
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指導計画 国語科 第５学年 単元名「すぐれた表現に着目して読み、物語のみりょくをまとめよう」（全６時間計画） 

目

標 

優れた表現に着目して読み、物語の魅力をまとめる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導

する。 

 ア 比喩や反復などの表現の工夫に気付くこと。 

（知識及び技能） 

イ ①人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること。 

  ②文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げることができる。 

（思考力、判断力、表現力等） 

ウ 言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切さを自覚して、思いや考えを伝え合おう

とすること。 

（学びに向かう力、人間性等） 

評
価
規
準 

(1) 比喩や反復などの表現の工夫に気付いている。 
【知識・技能】 

(2)① 読むことにおいて、人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりしている。 
  ② 読むことにおいて、文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げている。 

【思考・判断・表現】 
(3) 学習課題に沿って、大造じいさんと残雪の関係について物語の描写に目を向け、粘り強く考え、心情が最も大

きく変化した部分について話し合おうとしている。 
【主体的に学習に取り組む態度】 

過
程 

時
間 

○ねらい 
めあて 単元の学習課題 

・振り返り（意識） 評価項目 
<方法（観点）> 

〔記〕記録に残す評価 

つ
か
む 

１ 〇本単元の学習内容を捉え、全文を通読し、大ま
かに作品の内容を理解する。 

 
 
 

すぐれた表現に着目して読み、物語のみりょく
をまとめるために、大造じいさんの性格を読み
取ろう。 

・今回は、すぐれた表現を見
付け、物語の魅力をまとめ
ることについて学ぶのだ
な。 

・大造じいさんとがんの頭
領である残雪の戦いを描
いた作品だな。大造じいさ
んの性格は、一言でいうと
〇〇だな。 

 
 
 
 
 
・大造じいさんの性格を一

言でまとめることができ
る。 

＜ノート＞（２）① 

追

究

す
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１ 

〇大造じいさんが考えた作戦とその結果を読み

取る。 

 

 

 

〇大造じいさんの心情の変化を読み取り、心情が

情景描写と連動して描かれていることを理解

する。 

 

 

 

〇この物語のクライマックスを考えることで、中

心人物の心情の変容を理解する。 

 

 

 

 

 

〇友達との話合いを通して、大造じいさんの人物

像を具体的に捉えることができる。 

 

 

 

・作戦は三つだな。どれも失

敗しているな。 

・最後の作戦の時には、ハヤ

ブサが現れているな。 

 

・「秋の日が美しく輝いて」

からは、心の純粋さが分か

る。心情が情景描写にも反

映されるという関係があ

るな。 

 

・クライマックスの１文は、

「最期の時を感じて…」だ

な。 

・クライマックスの１文は、

「大造じいさんは、強く心

を打たれて…」だな。 

 

・ガン狩りに熱い思いをも

っている人物で、歳をとっ

ているのに元気な人だな。 

・残雪の行動に心打たれて

助けたので、優しい人物だ

けど、しつこい性格でもあ

るな。 

・大造じいさんが考えた作

戦とその結果について説

明できる。 

＜ノート＞（２） 

 

・それぞれの情景描写につ

いて、大造じいさんの心情

がどのように反映されて

いるかが分かる。 

＜ノート＞（１）〔記〕 

 

・クライマックスの１文を 

選び、その理由と大造じい

さんの心情の変化を説明

することができる。 

＜ノート・発言＞（１） 

 

 

 

 

・友達との話合いを通して、

大造じいさんの人物像を

具体的に書くことができ

る。 

＜ノート・発言＞（２）②〔記〕 

ま

と

め

る 

１ ○単元全体の学習を振り返り、この物語の魅力に

ついて話し合い、自分の言葉でまとめる。 

 

 

 

 

〇本単元の学習がどのようなことに生かせるか

考える。 

・情景描写と中心人物の心

情が一体化して書かれて

いるところが魅力だと思

う。 

・大造じいさんの人間らし

さが物語の魅力だと思う。 

・今後も、情景描写等に気を

付けて読んでいきたい。 

 

 

・今まで学習してきた中心

人物の心情の変化や情景

描写の特徴を振り返り、こ

の物語の魅力を記述する

ことができる。 

＜ノート＞（３）〔記〕 
 

大造じいさんの心情の変化と情景描写の関

係について説明しよう。 

友達との話合いを通して、大造じいさんの

人物像を具体的にとらえよう。 

大造じいさんは、いくつの作戦を用意し、結

果がどうなったのか読み取ろう。 

単元の学習を振り返り、まだ読んでいない小

学校５年生にこの物語の魅力について伝え

るとしたら、どのようなことを書きますか。 

この物語のクライマックス（山場）の１文を

抜き出し、大造じいさんの心情の変化につい

て理解しよう。 

教科書を一読して、大造じいさんがどんな人

物なのかを一言で表そう。 


